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短大生における食育活動の試み
－楽しく学べる食育かるたをめざして－
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A trial of Nutrition education activity by the junior college student
－Aim at The Syokuiku-karuta to be able to learn happily－
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The Karuta card is one of the nutrition education teaching materials that the student of
food and nutrition major designed. Although adults were able to understand the content of
the Karuta card (song) instantly, children had a hard time following it. To help children
understand the Karuta card (song) easier, we had schoolchildren practically think of a
vegetable-themed Karuta song and researched in their knowledge and interests. We also
examined the differences between Karuta songs that junior college students wrote and
Karuta songs that schoolchildren wrote.
The results are as follows:
1) Numerous schoolchildren imagined brightly colored vegetables, and the most popular
vegetable that they chose for a word in the Karuta song was a green pepper.
2) While many junior college students tell vegetable nutritional value and health benefits
in their Karuta songs, schoolchildren tend to express their feelings that they want to
overcome their hatred of vegetables.
3) The last phrase of Karuta song lyrics which children wrote mostly ended with an appeal.
（Example：Let's eat a carrot.）
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はじめに
栄養指導論実習Ⅱでは、ゲームを通して食育できる媒体の作成を行っており、昨年の食育媒
体の中では「けんこうかるた」が一番人気であった。「けんこうかるた」とは、ルールは通常
のかるたと同じであるが、読み句の内容が「はやね、はやおき、朝ごはん」、「やっぱりおい
しい とれたて野菜」、「コレステロール たまごは一日一個まで」のように、食品や栄養、
健康に関するうたになっている。かるたで楽しみながら、読み句と取り札の絵から食育をすす
めていくねらいがある。
今回、図１のように取り札を２サイズ作成した。一つは通
常の大きさで机上で行うもの。もう一つは、Ａ４版の大きさ
で、広いスペースを利用して芝生などの上に並べ、参加者は
走って札を取るという、食育と運動が同時に行えるものであ
る。この「けんこうかるた」を、昨年（平成 19 年度）と今年
（平成 20 年度）の大学祭や地域の食育活動の際に使用し、食
への関心を高め、楽しみながら食べ物の特徴について学んで
もらった。大学祭では、来場者にとても人気があり、大人も
子どもも参加して楽しんでいる様子であった。
読み句の内容については、大人には十分理解できるものであったが、ゲームに参加する子ど
もの反応から、子どもに理解されているのか、興味をそそるものであるのか、疑問が残った。
そこで、小学生が読み句の内容に理解を示し、興味を持ってもらえる内容とするために、小
学生にかるたうたを作ってもらい、知識や興味について検討した。また、短大生が作るうたと
どのような違いがあるのか比較検討を行った。
１．調査方法
１・１．調査時期
小学生については、平成 20 年３月、庄野小学校区放課後児童クラブ（コスモス）の児童を
本学へ招き、パン作りや食育ゲームを実施した際に調査を行った。本学学生については平成
20 年４月に行った。
１・２．調査対象
小学生（２～６年生）29 名。
本学学生 112 名（食物栄養専攻〈以下、栄養という〉１年生 26 名および２年生 38 名、こ
ども学専攻〈以下、こども学という〉２年生 48 名）。
１・３．調査方法
「やさいをたべよう」という題を設定し、作成してもらったかるたうた 312 首の内容につ
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いて、キーワードで分類・集計し、比較検討を行った。
２．結果および考察
かるたうたの内容をいくつかのキーワードで分類・集計した結果は次のようになった。
２・１．うたに使用された野菜
小学生のうたにはピーマンが２割近くと最も多く現れ、野菜からピーマンをイメージしやす
いことがわかった。「ピーマンは きらいでもきちんとたべなきゃいけないよ」などと詠まれ
るように、ピーマンを好んで食べているわけではないが、日常の食事でピーマンを残さないよ
うに注意をされていることが、ピーマンの出現を多くしている一因だと推測される。
図２ 野菜の使用頻度
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ピーマン、にんじん、トマトはすべての対象で順位は異なるものの出現回数はいずれも 10
位以内に入り、たまねぎはこども学２年を除いて３位以内に入った。どれもなじみのある野菜
であるため、多くの小学生・短大生が様々な視点からうたに詠んでいる。
また、「野菜を食べたら 元気になれるよ」、「のこさず食べよう 野菜のいのち」など、
特に野菜名を挙げず、野菜をひとまとめにしたうたは、こども学２年と栄養１年に多くみられ
た。
栄養２年には「クッキング同好会 Tomato」の部員が多く在籍する影響であると思われるが、
トマトが最も多くうたに詠まれ、また１つの野菜に集中することなく多くの野菜が出現した。
栄養の知識が豊富になるにつれて、小学生の野菜に対するイメージとズレが生じていくことが
わかった。
２・２．食品群別でみる野菜の出現頻度
野菜名が挙げられているうたに出てくる野菜を食品群別に分類し、野菜類についてはさらに
緑黄色野菜とその他の野菜（淡色野菜）に分類した。
小学生では約６割のうたに緑黄色野菜が使われ、緑黄色野菜のほうがイメージしやすい、あ
るいは、うたに詠みやすいことがわかった。短大生ではその割合がいずれも減少し、栄養１年
ではその他の野菜が逆転して多くなった。いも類では、小学生はじゃがいものみであったが、
短大生はそれぞれ、じゃがいもとさつまいもが使われた。
豆類は、小学生が詠んだ大豆のうた１首のみであった。大豆は日常の食事では摂取されにく
い食品であるが、給食ではよく使われるので、なじみがあったのであろう。平成 15 年の学校給
食実施基準の改定により、豆類と豆製品類を区別するようになったため、給食で豆そのものを
献立に使用する頻度がさらに多くなった。植物性たんぱく質を豊富に含み、栄養的にも咀嚼を
促すという面でも好ましいことから、子どもたちには積極的に食べてほしい食品である。
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２・３．うたに詠まれている内容
今回作成してもらったうたを、詠まれている内容で分類した結果は以下のようになった。
野菜の「色・形」や「味・食感」のように、見た目の様子・食べた感じについて詠まれたう
たの合計割合は、小学生、こども学２年、栄養１年で差はなかった。しかし、小学生では短大
生に比べて、「ピーマンきらいな人が多いよ でもたべようね」、「やさいはきちんとたべよ
うね」など、特に食べることを啓発している内容が 25％と多く目立った。
栄養１年では「料理・調理法」が 35％と他の対象の２倍以上も多く詠まれた。さらに栄養２
年では、「ほうれん草 鉄分いっぱい 元気いっぱい」など、「栄養」についてが他の対象の
３倍～20 倍と圧倒的に多く、「しいたけは 食物繊維が豊富 便秘解消だよ」など、野菜の「効
果」を詠んだうたも他の対象より多かった。栄養、効果および調理に関する内容が半数以上あ
り、より専門的な食に関する知識を詠むなど、他の対象とは異なるところがみられた。
こども学２年では、「にんじんは うさぎさんも大好きさ」、「カリフラワー ぼくはブロ
ッコリーじゃないんだよ」など、幼児のアニミズム的思考に寄り添った内容で詠まれているう
たが多くみられた。子どもたちに食育を行う場合、子どもの目線になってうたを作ることが基
本であると再認識でき、目的とする内容をいかにわかりやすく表現すればよいか、今後の課題
を見つけることができた。
うたの内容は各対象の特徴が一番よく現れていて、今後よりよい「けんこうかるた」を作成
するのに貴重な資料を得ることができた。
２・４．うたの締め方
今回作成してもらったうたは、ほとんどがリズムよく、好印象のものが多かった。かるたの
読み句のように短い文では、その内容はもちろんであるが、その締め方でも印象が大きく異な
る。文章の終わりは、体言（名詞または代名詞）で終わるもの（体言止め）と、用言（動詞、
形容詞など活用のあるもの）で終わるもの（用言止め）に分けられる。前者の体言止めはきち
図４ うたの内容
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するのに貴重な資料を得ることができた。
２・４．うたの締め方
今回作成してもらったうたは、ほとんどがリズムよく、好印象のものが多かった。かるたの
読み句のように短い文では、その内容はもちろんであるが、その締め方でも印象が大きく異な
る。文章の終わりは、体言（名詞または代名詞）で終わるもの（体言止め）と、用言（動詞、
形容詞など活用のあるもの）で終わるもの（用言止め）に分けられる。前者の体言止めはきち
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んとして、断定的なイメージがあるが、それに対して後者の用言止めは柔らかく、一般的な文
章のイメージが受け取れる。また、うたの終わりが「･･･たべようね」など、よびかけになって
いるうたは、やさしい印象を与える要因になっている。
今回作成してもらったうたの締め方について分類したものが、図５である。
「コーンスープ みんな大好き おいしいね」などのように、用言で終わり、さらに呼びか
けているうたは、小学生、こども学２年、栄養２年で最も多く詠まれた。小学生では、半数以
上がこの形式で締められている。また、全体的に数が少なかったが、「トマトは 逆から読ん
でも トマトだよ」など、体言で終わり、呼びかけているうたもあり、断定的であるがやさし
い印象を与えてくれる。
よびかけがないうたでは、「はくさいは いつもお鍋の 常連さん」、「根っこがね ピン
クの野菜は ほうれん草」などのように、体言で終わるものは歯切れがよく、うたの内容が捉
えやすいように思われる。これは短大生で多く見られ、短い文章を効果的に構成する手法を身
につけているからだと考えられる。
反対に、よびかけがなく用言で終わるうたの一例で、「きゅうり そのままでもおいしいけ
ど サラダで食べたら もっとおいしい」、「おひたしの定番 ほうれん草 鉄分も豊富に含
んでます」（いずれも短大生作）などは、うたという面からみると、インパクトに欠けるとこ
ろがあるように感じられる。用言で終わる文章は、日常よく使われるため、うたの内容やリズ
ムに工夫が必要であると感じた。
３．まとめ
小学生と短大生の間には野菜への関心に差が認められた。小学生は野菜というと、緑黄色野
菜、特にピーマン、にんじんをイメージしやすいことがわかった。また、うたに詠むとき、栄
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養やその効果にはあまり興味を示さず、野菜嫌いを克服したい気持ちを表す傾向にあった。ま
た、「･･･たべようね」などのように、よびかけるうたが好まれることがわかった。
今回、小学生と短大生では、うたに詠む野菜、内容、表現の仕方において差が認められたが、
言い換えれば、短大生がつくる「けんこうかるた」は、小学生にとって新鮮味を感じられもの
であると思われる。かるたうたの内容をよりわかりやすく噛み砕いたものにし、言い回しを工
夫することで食育教材として十分活用できると考えられる。かるた遊びを通して、子どもたち
が「食」に興味・関心を持ち、楽しみながら自然に食に関する知識を身につけてくれるような
媒体を作っていきたい。
４．今後の課題
今回の調査から人気のあったうたを「けんこうかるた（改訂版）」に取り入れて、今年の大
学祭で実施した結果、かるたうたの内容がわかりやすいと好評であった。調査の結果や大学祭
での子どもたちの様子より、うたの内容や表現の仕方に工夫が必要であることを痛感している。
また、さらに充実した食育媒体とするために、かるたの読み句や絵札に解説文を加えるなど、
札を利用して、食に関する指導を行っていきたいと考えている。
かるたに広く食に関する内容を盛り込むことは、興味を持たせたり幅広い知識を得ることが
でき好ましいが、今回の調査のように、「野菜」などとひとつのテーマを設定し、対象者や身
につけてほしい知識を絞ることも効果的であると思われる。今後、「食育かるた」で取り組みた
いテーマとしては、地産地消、三重の食文化、郷土料理、好ましい食生活、食事のマナーなど
多々ある。また、なぞなぞかるたのように、かるたの読み句が問題文になっていて、答えを考
えて札を取る楽しみが味わえるのもおもしろいだろう。今後の作品に期待してほしい。
５．要約
昨年、食物栄養専攻の学生が作成した食育媒体の中では「けんこうかるた」が一番人気であ
った。「けんこうかるた」とは、読み句が食品や栄養、健康に関するうたになっていて、かる
たで楽しみながら、食育をすすめていくねらいがある。
小学生が読み句の内容を理解でき、親しみやすいかるたを作るため、実際に小学生に野菜を
テーマとしたかるたうたを作ってもらい、知識や興味について調査するとともに、短大生が作
るうたとどのような違いがあるのか比較検討を行った。
結果は次のとおりである。
１）小学生は、緑黄色野菜、特にピーマン、にんじんをイメージしやすいことがわかった。
２）栄養や効果にはあまり興味を示さず、野菜嫌いを克服したい気持ちを表す傾向にあった。
３）「･･･たべようね」などのように、よびかけるうたが好まれることがわかった。
かるたうたの内容をよりわかりやすく噛み砕いたものにし、言い回しを工夫することで、「食
育かるた」は食育教材として十分活用できると考えられる。かるた遊びを通して、子どもたち
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が「食」に興味・関心を持ち、楽しみながら自然に食に関する知識を身につけてくれるような
媒体を作っていきたい。
添付資料
今年の大学祭で使用した「けんこうかるた（改訂版）」の読み句一覧である。これは、昨年の
大学祭で使用した「けんこうかるた」を、今回の調査をもとに改訂したものである。
あずきさん 赤飯やようかんに へんしんするよ
インスタント食品は ひかえめに
うさぎさんにはまけないように にんじん食べよう
塩分は 一日十ｇ以下にしましょう
あ行
おかしだけたべるとふとるよ 考えよう
カレーは えいようたっぷりの食べもの
ぎゅうにゅうを毎日のもう こっせつ知らず
くだもので おはだツルツル
けんこうな体は 一日にしてならず
か行
コレステロール たまごは一日一個まで
さかなさん いっぱい食べると頭よくなる
食事バランスガイドを知ろう
すききらいせずに 何でも食べよう
生活習慣病 今日から食べもの気をつけよう
さ行
そばにはたくさん えいよう成分
たまねぎは目につけると いたいいたい
チョコレート さとうたっぷり食べすぎ注意
つけものは たくさん食べると塩分とりすぎ
てんかぶつは ゆでるとおちるよ
た行
トマトさん おひさまあびてまっかだね
なすびさん あげたりいためたり油とよくあう
にんじんさん 緑黄色野菜のなかまです
ぬいたらだめよ 朝ごはん
ネバネバは体にいいよ たくさん食べよう
な行
のり食べて かみの毛けんこう まっ黒に
はやね はやおき 朝ごはんは行
ピーマンは えいようたっぷり おいしいよ
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ふとらないバランス考え 朝・昼・夜
ヘルシー料理は 和食だね
ほうれんそう 緑がこくて ひんけつ予防
まめに食べよう おまめさん
みそ汁は 野菜たっぷりとるひけつ
むし歯予防 ごはんのあとに しっかり歯みがき
メタボリック きみたちみんな大丈夫？
ま行
もずくはね 海の中でゆらゆらゆれる
やっぱりおいしい とれたて野菜
ゆっくりと食事をしよう 三十分
や行
ヨーグルト おなかのおそうじ ビフィズス菌
ラーメンは 野菜たっぷり入れましょう
りんごひとつで 医者いらず
ルビーはね グレープフルーツの種類だよ
レモンさん とおい国から来ているよ
ら行
老若男女 みんな元気で ニコニコえがお
わ行 わかめには 健康いっぱい つまってる
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